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7豪雨災書の救援・復興
支援募金のお願しヽ

口座記号番号 01270-OT5144::

日座力日入者名 社会民主党岡山県連合

※集約8月31日 日 本赤十宇社に寄託・

被災者の救援・復興支援に役立てます。

※豪雨カンパとお書きください。

写真上:3密ならぬ「ハチ(八)ミツ」対策も万全
7月23日、高梁市宇治町でミツバチの養蜂をし
ている川上隆さんのところに伺い、ミツバチの

生態や習性について学習し、皆でハチミツしぼ

りとソバ打ち対験で交流。(池田)

写真下:今年も8月が近づき26日、岡山市原

爆被爆死没者供養塔の清掃作業を行なった。
コロナ禍で東山中学の生徒は参加を見送り、

関係者・原水禁岡山の14名が清掃・剪定に汗
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↑ 7月 22日 党定例街宣
↓ 7月 25日 市民と立憲野党の合同宣伝

7/11 党 県連合常任幹事会
7/18 平 不□推進岡山市民協議会総会
7/20 四 区支部宣伝カー街宣
7/22 党 定例街宣 マ ツキヨ前
7/25 市 民と立憲野党の意見交換会

,′   同  含 同宣伝 マ ツキヨ前
7/26 岡 山市被爆者慰軍碑清掃
7/28 さ よなら原発実行委 (武本)
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7/7 日 本と南北朝鮮との反好進める会総会:
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を流した。(野崎)

福島大会はリモー ト会議で

開催。現地集会は無しです

高梁市議選 宮田よしお氏推薦
9月20日告示、27日投開票
※紹介者カードをお願いします

8/29(土 )17:00～
市民と立憲野党の合同宣伝
マツキヨ前

8/19(水 )総 がかり行動
8/26(水 )党 定例街宣
※マツキヨ前 18:00～


